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 我々は、国立天文台野辺山構内に230GHz帯一酸化炭素分子輝線を観測を
観測するための電波望遠鏡を０から開発を始めて、完成させた。現在、この
電波望遠鏡はサーベイ観測等の科学運用が進められている。
 単一鏡とVLBI観測において、バックエンド以外は基本的に同じシステムで
運用されている。そこで、主にアンテナ光学系やフロントエンド部分(受信機
周辺)の技術を応用して、VLBI用受信機の開発などを進めている。
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なかもず門付近や府大内いちょう筋などからも良く見えます。

ミリ波VLBI実験(MICE)
2015年に、藤澤さん（山口大）
が主導するミリ波VLBI実験に
参加し、府大が運用するSPART
望遠鏡(10m)と1.85m望遠鏡間
で230GHz帯におけるフリンジ
検出実験に成功した。

GLT望遠鏡搭載受信機の開発

GLT望遠鏡搭載受信機の開

発
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台湾中央研究院が進めて
いるGLT(グリーンランド
望遠鏡)に搭載する
230GHz帯受信機および
冷却Dewarの開発を進め
ている。これはALMAと同
様のカートリッジ式の受
信機が採用されている。

NRO45m鏡に230GHz帯受信機を搭載
できるかの検討
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ガウス光学設計

楕円鏡図面

府大1.85m電波望遠鏡で使用さ
れている受信機を45mに簡便に
移設してVLBI観測が可能かどう
かの検討を光学系の観点から行
った。
結論：楕円鏡を１枚挟むことで、
45mと1.85m受信機は光学系的
に接合が可能である。問題なし。
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様々な環境にある分子雲を数多く観測
する事で、星が生まれるための条件を

突き止めようとしている !!
独自の望遠鏡を開発することで可能に！
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F= 1482.773 mm

: 0.969mmRMS


